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呼吸器内科部長  柳川　崇

お年寄りと肺炎

　「肺炎は老人の友」という古い格言を聞いたことがあります。
なんとも怖い響きですね。肺炎がお年寄りに多いことを述べた
言葉だと思います。たしかに浜田医療センターでも肺炎で入
院される方の90％が70歳以上の方で、さらにその4分の3が
80歳以上です（図1）。また入院する肺炎患者さんのうち5人に
一人が肺炎によって命を奪われます。このように肺炎はお年寄
りにとってけっして友ではなく命を狙う大敵です。お年寄りの
肺炎はその多くが誤嚥性肺炎（ごえんせいはいえん）といわれ
ます。誤嚥性肺炎という病名は聞いたことがあるかもしれませ
んね。誤嚥というと食べたり飲んだりするときに気管に入って
ムセたりすることを指す言葉として知られますが、それ以外に
不顕性誤嚥といって睡眠中や体を横にしている間に口やのど
の細菌が唾液と一緒に気管や肺に入り込むものがあります。
気づかないほど微量ずつ誤嚥が起きるので不顕性誤嚥と呼ぶ
のです。お年寄りは元気に生活している方でも寝ている間に不
顕性誤嚥が起きているといわれます。唾液がのどにたまったと
き無意識に「ゴクン」となりますよね。お年寄りやいろいろな理
由で体の機能がおとろえた人はこの「無意識のゴクン」が起こ
りにくくなっていて知らない間に誤嚥してしまうのです。
　高齢による体の衰えを背景にして肺炎が起き、肺炎が起き
るとさらに体力が消耗してしまうので肺炎が治りにくくなってし
まいます。そうなるとだんだん消耗が進み寿命が訪れるような
ことになります。
　浜田医療センター呼吸器内科ではお年寄りが肺炎で入院す
ると補液、抗生物質で治療を行い、肺炎が落ち着いたら歩い
たり動いたりするためのリハビリと栄養が元通りとれるように
するための食べる機能のリハビリを並行して行い回復率を高
める努力をしています。
　次に誤嚥性肺炎の予防についてお話しさせていただきます。
厚生労働省がおこなった研究結果では嚥下障害のある人ほど
活動性が低く、介護必要度が高いということがわかっていま
す。また私たちが浜田医療センターで肺炎のため入院治療を
行ったお年寄りについて調査研究をしたところ肺炎に罹患する
までの活動性の低い人（あまり動かない人）ほど肺炎が重症で
あることが多く死亡率が高いことがわかりました（図2、3）。特
に長期臥床、いわゆる寝たきりの人は最も重症の肺炎になり
やすい傾向にありました。
　これらのことからは活動性を維持、向上することが不顕性
誤嚥の危険性を少なくし肺炎の罹患予防や重症化予防につな
がると考えられます。厚生労働省の『健康日本21』という指針

で身体活動量の多い人ほど総死亡リスクや心疾患、生活習慣
病のリスクが低いことが示されましたが同時に高齢者において
も歩行など日常生活における身体活動が寝たきりや死亡を減
少させる効果があることも示されました。誤嚥性肺炎は高齢に
よる体の機能の衰えによる肺炎です。栄養を充分に摂り、歩
行などの運動を心掛けて体力の維持向上をすることが肺炎罹
患を防ぎ長生きすることにつながると確信しています。
　浜田のみなさん、お年寄りに「動かんでええ、寝とりんさい、
休んどりんさい」と安静を勧めるのは逆効果です。足腰の力を
維持して活動を続けるのが長生きの秘訣ですよ！
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看護師長  田村  浩子

『看護の日』の
イベントを終えて

　看護の日は、近代看護を築いたフローレンス・ナ
イチンゲールの誕生日にちなみ、毎年5月12日の国
際ナースデーとして、日本で制定された記念日とし
ての名称です。
　今年のメーンテーマは「看護の心をみんなの心に」
で、浜田医療センターでは、看護の日のイベントを
平成27年5月13日に開催しました。
　今回、気軽に看護にふれていただけるようにイベ
ントとしては、１.健康相談　２.健康チェック（血管
年齢・血圧測定）３.入院患者さんへのメッセージカー
ド　4.病棟紹介のポスター掲示を行いました。

　1階のロビーでは、医師、薬剤師、栄養士、認定
看護師による健康相談と健康チェックを行いました。
『こんなに気軽に先生や看護師さんに話を聞いてもら
えると安心』『無料で相談に乗ってもらえるの？』など
喜びの言葉を頂きました。

　健康チェックのコーナーでは、血管年齢測定を行
い『こんなに若いとは思わなかった。』『煙草を吸って
いるから心配だったけれど年齢相応だったから安心
した。でもこの機会に煙草もやめようかな？』などの
反応があり血管年齢は、なかなか測定する機会がな
いので皆様に興味を持っていただけました。
　また、病棟の患者さん一人ひとりに受け持ち看護

師から心温まるメッセージをカードに書いて贈りま
した。患者さんから『ありがとう』『うれしい』『こんな
事までしてくれるの』などの言葉を頂きました。私た
ち看護師も患者さんの反応に看護を再確認する機会
になりました。

　看護の日のイベントを通して『看護の心』を皆様に
知っていただけるようにまた皆様と繋がっていける
ように、これからも『看護の日』のイベントを継続し
ていきたいと思っています。
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